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2011年度国際交流

事業紹介

4)01 外国人のための日本語講座
開講(4/7-翌3/13)

開講1日年自在迎

える本訴座。今年

j立は、 10力国31
人の外国人白、受講

しました。協金ボ

ランティア縞師の

指導のもと、暑い

日も寒い日も教室

に通って熱心に学

んでいるうちに Ibl初ま全く日本語が話せ広がった人も日常

会話ができるように早口、 「もっともっと日本語が上手に在

りたいJとがんばっています.訴座鼠終回では、日本語のス

ピチパティ で年悶の勉強E成果を発表しました。

7月 七夕祭り(7/10)

「舛国人のための

日本語拙I到 や 「日

本語フライベートレ

ッスンJで匹材技

勉強している外国人

と前師が集まり七夕

祭りを開催しました。

酒衣や法被を沼て七

タの圃物詩であるそうめんを食べたり、盆踊Dの鵠師の指導

のもと、全員で「炭坑節」と「ビューティフルサンデ 」を

踊ったりと、日本の伝統的芯文化在体験しました。

11月 12PI国際協力セミナー
(1 1/20、12/4)

国際協力機構 (J1 CA)で、青年海舛協力隊として活置

された方と、全国市町村国際文化研修所 (J1 AM)の万を

詰師にお招きし 「身近在国際協力Jについて考えるセミナ

ーを開催しました。

第1回目は、訪nる機会の少ない南米の発展途上国J(ラク

アイの実情に 考えさせられることの多い質量悲話を聞くこ

とができました。現地の人々が愛飲するマテ茶在、害加者に

.... 尉官E ・E ・-ー 詑飲してしVとだ苦好評で

した。第2回目では多

文化共生の必要性と、外

国人住民に対する防災対

需について剖毅いただ昔、

自分たちにできる支抱や

協力と1<1:何かを考える機

会となDました.

5月 語学講座開講(5/11-日/28)

噌 平成12年度よ

り始まった協会主

催の語学謁座。 今

年度は中高年の

ための切知英会話、

ポルトガル語会話

入門中国語会話

入門の3抗座を間

関しました。この

宮古座を舌つ白、111こ3腕座すべてが自主クループを結成し 15 
回の前座柊了後も多く!J;受話生白、学習を抽続しています。

ふれあいティータイム(6/4)

市内近郊在住町外

国人をおJB告し、 出

身国の話をしていた

だく'"れあいティ

タイム。今年l立フィ

リピン出身のレイラ

古んをゲストスピ

刀ーにお招告し フ

fリピノ正也邑文化、
内L'42L

食事lta;ど在、スライド写真を用いて紹介していただきました。

参加者にはフィリピンに関するヲイズに挑臨してもうったり、

質問コナ ではフィリピンの気候、物価教育に関する質

問が出る耳ど、異文化在学び草がら交流を楽しみました。

ふれあい国際
料理講座 10月11月12月

(10/目、 11/5、12/3)

今年は、中国、ベトナム

インドネシアの家庭料理

に挑戦しました。的師の

万々 に!Jl!供いただいた食

ヰや調昧料により 害加

者には本場の昧を楽しん

といただくことができま

した。日本料理とは←味

違う昧つけや調理方法{亡、

毎回新郎耳飽きが函りま

した@

また会食中に

吉請師の方白、己、

その国の文化や家

庭乞百忽ど峨々忽

!ilを1mくこと力、で

昔、料理在通じた

身近な国際交官在

楽しむ機会と日り

ました。



12JJ クリスマスパーティー
( 12/1日)

I月
日本語教育ボランティア養成講座
(1/21.2呂、2/4・11.18.25、
3/3.10.17) 

外国人に日本語在教える指郭者を養成する本町J座では、前

線を聴くだけではなく、 グJレーブに分がれ舛国人に生徒役で

事加してもらい4史般j里;(4在行うなど、 実践的で密度の泣い1畳
輩が展開されました.摘座を修了した受講生の多くは、協会

主催の日本語講座やプライベートレッスンでボランティア請

師として活拙されています.

国際交流協会で日本語を勉強している同国人やその友人、

前師等94名 1 1 力国の人々がW~矢口ヲリスマスパ ティ

を開催しました。持ち寄った母国料理在食べながう歓践

したり、クループで歌やタンスを;直露しました。 また じ

ゃんけん列車や風昨出産しゲ ム1<1おむ、いに盛り上がり、巳

本語在使ってたくさんの園の人たちと交流するととができ

苦した。

I 13れあい国際料理講座のレシビの中から「インドネシア料理」を一品己紹介します。

材料 (5人分) ー

・牛肉(力レ一周 200g
.問手羽元 5本・E腐 1丁
・もろみ時。目 50g 
.に州こく 2片

・玉拍ぎ 1/4個

・生袈 1片

.腐の爪 2本

・いんげん 100g 
・ココナッツミルク 165川

・チキンコンソメ E悶

・ほんだし 少々

・塩 少々

・味の緊 少々・E飯

香辛科書草頴(なくてもOK)

.ガランガル{生葺の一種 O.5cm
・レモンクラス 1/2* 
・カフェライムリーフ 2校

(こぶみかんの葉)

L _ 

官辺副官理問⑤
使思句読走。
~亘腐のスーコ力リー~

工ルフィラシルミさん(左)

。 にんにくと玉ねぎをみじん切りにする。生妥とガランガルを薄切り!こする。

いんげんとトウガラシ在斜め切りにする。豆腐を3cm角に切る。

@ 鍋に油在大さじ1入れて温め、 にんにく、 玉相官生菱、 腐の爪 ガランガ)レ

レモンクラス 力フエライムリ フ、もろみ峠U自在香ばしくなるまで中火で

妙める。 r--，‘ ヨ邑司・E ・E ・---，
一口大に切った牛肉と鶏手羽元を加え妙

める。

@ 弱火にして、ココナッツミル?を少しす

つ加える。チキンコンソメ ほんだし

塩、 昧W)紫を入れて調味し、 豆腐を入れ

て煮込む。食べる前にインゲンを入れ

少レ;'(，(込んで完成。

ご飯と絡にいただく。

I平成2年度|

|各種講座|
|年間計画|
- 予定..  

4月舛国人のための日本語講座開講(全3日回) 10月ふれあい国際料理講座

5月 語学講座3前座開講(告15回)

日月ふれあいティ ヲイム

10月日本語教育ボランティア養成講座開閉(全日回)

1 1月 国際協力セミナ

3 
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2011年度国際交流

: 5)] 

交流事業紹介

加古川市友好親善訪問団派遣
(5/巴-15)

神吉市議会議長、山本教育長持3名が、加古川市制60
周年記念訪問の答礼とマリンガ市の市制記念式問参加の

ため、姉院都市ブラジル マリンガ市在訪問しぎした。

現地では、市長表敏訪問や市制記念パレードへ整列司

るとともに ブラジル移住100周年記念及びマUンガ市

と加古川市の友好のai!として迎E賞された日本庭園や加古

川市が寄贈した 「加古の阻在見学しました。

また マリンガ市議会では、本会誌の中で、訪問高い

さつやt¥:i皿のあいさつが交わさnました.

一行は、 マリンガ市と加古川市の交流を深めて帰国し

ました。

8)] 
-・・・・・・..... 

第20回加古川市青年海外派遣
(日/6-16)

市内の白年在姉揖都市のブラジル マリン刀市へ漏出

するこの事業。今年は6名の宵与が害加しました。飛行

肢を乗り継ぎ、約3日間間力、11て師昧都市マリンガ市に

到泊。 4日間のホ ムステイの問、市長表敬訪問や大学

日本語学校など様々な施設を訪問し マリン刀市の方と

交流を深め、車問らしい思い出を作ることができました。.

その後 イグアスの滝やリオデrジャネイ口市内等を見学 :

し、アメU力二ユ ヨ ?を経由して帰国しました。

8月 第21回加古川市中学生海外
派遣 (8/4-15)

市内吉中字校在{涼して、 12名の派遣生が今年も姉

妹都市三1 ジ ランド 1.-7ランド市を訪問しま

した。滞在中は、 ニュージ ランドの先住民族である

マオリの文化に触れたり 絶滅の危機にあるニュージ

ランドの園烏キ ウィの保臨時設等を見学したりと

見聞を広めました。 ~初は不安だった英語にも次第に

慣れ積極的に現地の人たちに話し白可7る姿が見sn
ました。ホームスティやさまざまえ主体験在通じて、現

地の人と触れ合い、 帰国間には 回りも二回りも成長 .

したようです。このi宜岳草体験と感動在忘れす、彼ら

の今住叩人生に生力、してほしいものです。

10)] 賛助会員ツアー(10/日-12)

今回は21名の万が参加し 力ナダ在訪問しました。

トロン卜のアルゴンキン州立公図では、見事に紅葉し

た力工デ配森在自立策。ナイアガラの滝では 遊覧船で

沌歪まで短近した口、 トンネルを通って滝の衷側を見

学しました。その他オタワ モン トリオールケベッ

フ草どいくつPの観光渇所在訪れ 見聞を広めました。



: bJ マリンガ市青年海外派遣団
来訪(1/19-23)

安永修道団長ほか2名Eヨ|草者と日名の百年が果

白し 加古川市に滞在しました。宵年達l正協会

のポランティアの家庭等にホームステイし 4日

間という短し明日間でしたが、交流を深めることが

できました@滞在中は鶴林寺やウエルネスパ フ

などを見学したり 茶道を体験したりして呂本の

文化を学び、たくさんの思い出とともに帰国しま

した。

も

........... . 

: 2H 第20回加古川市障がい者海外派遣
(2/5-12) 

pride 

今年は7'80);応出生と医師を含む日名の引事者が、ニュ ジ

ランドオ クランド市へ派J:lされました。事前研修では二ュ

ジランドのことやテフルマナを宇習し‘英会話や口い

物の練習にも取り組みました。出発の当日は、保自国者をはじめ

加古川市教育長や宇肢の先生方に見送られいさニュージラ

ンドへ旅立ちました。iJ自由ではオーヲランド市民主E敏訪問 毘

馬、ヨットセイリンク芯どたくさんのプログラムに挑戦しまし

た.また派心生はこの派出に「めあて」を持って臨み、その達

成に剛7一生懸命取り組みました。とても充実した日日間でした。.

海外部市交 流事業をと紹介します。

加古川市青年海外派遣
《事嘆の謹旨》

次代在担う若者をブラジルの姉妹都市 「マリンガ市Jに派遣し そこでの交流を通じて外国人への理解を産めて国際

的課野を持ち 国際組普に貢献で苦る行動力のある国際人を育成することを目的とします。

《事業の概要》

.派遣先 ブラジル マリンガ市を訪問し、ホムステイします.

イクアスやリオデジャネイロ、アメリ力 ニューヨ フ市区ども見学します。

.内容

①事前研修事業の題旨内容等について理解を深め必要草話準備を行うため 話学研修や訪問地研究等の事前

研修を実施します。

②;眠泣研修 マリンガ市でI<!、ホ ムステイをし紅白1己表政訪山や宇校訪問 l車場見学 i則自のflj年とのあ百合耳

どを行います。

υ方デシャスイロ

キリスト"

マυンガ術のシンボル 大.."

υ才デジャネイロ
トワモロコシの収慣作文

5 
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加古川市国際交流協会では、国際交，芯百勤にご協力し1ただく3種類のボランティアを募集しています。

活動内容
@ホームステイボランテイア

主に 姉妹都市交流における海外からの派i.Ci団白、来日する瞭に、派遣i生

等をご家庭!こ受け入れていただきます。

[登録要件]

受入期間 数日-2週「困1程度(派遣団により異芯る)

部 屋個室が無い場合、ご家族と同室でも結柿で官。

送 迎平日の日中は協会のプログラムがあるので、国際交流セ

ンタ まで送迎をお願いします。

@語学ボランティア

- ， mームステイ河ランティア

語学力を活力、し通訳翻訳をしていただきます。外国語が得意な日本人

の方、日本語がよ手芯外国人の方、それぞれの霊録者を募集しています。

@サ ビスボランティア

l登録要件l
外国語(舛国人の方は日本語)で日常 会話の通訳又は日常文の翻訳

が支障なくできる方

I主U活動実績l
〈通訳〉 派遣団来日における市内市外見学‘市役所窓口、病院受付

く翻明〉姉妹 友好都市関係の公文自 公的機関伊らの通知文、町内

会からの通知文

外国人への日本語指導、 B本文化の紹介、イベント 前座の補助等をし

ていただきます。

[登録要件]

経験‘資格志どは間いません。

[主な活動実績]

外国人への日本語指辺(平成24年3月末現在日5名)

国際交流ボランティア登録数
(平成24年3月末現在)

①ホームステイ 31名

喧語学 77名

喧廿ービス I 230名
合計 I338名

依頼の流れ

ワ ピスボランティア(臼本~l! 箔場)

活動報酬
原則として無報酬です.

ボランティア活動在依頼する際は その都J}[登録音へ連絡し.依頼を引き受けていただけるか確認します。ボラ

ンティアの内容によっては、当協会事業のほか 他団体からの依頼等を紹介する場合もあります。

霊録方法
随時到7付けています。協会ホ ムページのボランティア量主主申込山在ダウンロ ドし、必割 5現在記入のうえ

直接協会窓口まで持参いただくか、郵送にてと促出ください。FAXやメーんでの申込みはで苦ません。また、ポ

ランティア童主主申込告は協会窓口でもお渡しできます。

当協会のボランティア登録制度の趣旨を理解し‘稿短的に活動に協力していただける方の

登録をお待ちしています。



日本語学習を希望していても、 「外国人のための日本語前座J(毎週木曜1日時-21時実施)に参加でき広

い外国人のために、国際交流協会ではボランティア講師による日本語個人指導を行っています。今回、指導者

の萩原好悪さんと学習者の趨聖模(チョ ソンモ)さんのグルブにお話を伺いました。

学習者組聖模(チョ ーソンモ)さん

私1~2003年に日本へやってきました。 来日当初から、 国際交流協会主催の 「外国人のための日本語講座」で3年間日

本語を学習しました。教室では 他の国の友達もできて楽しかったです。前座修了後 フライベ トレッスン在始め、

今年で日年目になります。

レッスンでは、仕事に必要な文章の読み方や漢字を萩原先生に教わっています。 長く日本で生活しているので、日常

生活で不便在感じることは少ないですが、臼本語は文法や漢字が特lζ難ししゅで もっと流暢に話せるようこれかうも

学習を続けたいです.殺原先生、これからもどうぞよろしくお願いします。

品~

指導者萩原好悪さん

子育てに少し余俗がで苦たので、 協会主催の 「日本語教育ボランティア

!:l成前座」を受前し、ボランティアに登録し苦した。始める前は不安モあ

りましたが、越さんとはお互い都合の良い時間こお会いできることもあり

レッスンを長く続けられています。

越さんはまじめで 日本詔学習にとても烈心な方なので、説明したこと

を理解しても己えた時は本当に燈しいでg"oレッスンでは、組さんが思い

た文章のチ工ツ?をすることが多いのですが、普段使わ芯い言葉や漢字に

触れることもあり、私自身の勉目白!こもなっています。これからも姐さんが

日本でおらしていきやすいよう、日本語学習¢面で支媛していきたいです。

平成24年度国際交流事業助成金応募者募集

加古川市国際交流協会では市民との交流を目的とした国際交流事業 )5動に対して助成をしています。

《対象団体》

(1)営利、宗教、政治活動を目的とし芯いこと。

(2)団体の主たる桃成員が加古川市民、または姉妹都市の市民であること。

(3) 1年以上活動実知があり、 かつ継続して国際交流事業等を行う意思があること。

(4)申請団体が主催、企画 運営、実施在行う事業である己と。

(5)会員IJ、定款等の定めがあること。

《助成対象事業》

(1)海外諸都市との友好交流事業

(2)国際lill解と国際協力に関宮る事業

(3)吾文化共生社会の実現に関する事業

※助成を受けることができるのは、他の機関から助成を受けてい芯い事業 活動で1団体につき1事業と

する

《助成金の額》

1事業に対して、 10万円以内

楽詳しい:~UU~項、様式等は協会ホームベージに潟11主してい苦す。

7 



新メンバー募集 国際交流センターでは‘さまざまな自主グループが活動しており、下記のクル

ープではメンバを募集しています。詳細は代表者にお問い合わせください。
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ゴ
テレホンカード・古ハガキの回収 】

使用済みのブリベイド力 ド(テレフ才ン力一ド耳ど)、古切手 外貨コインを回収しています。ハガキは容を煩じ草ど古

いものでも結綿です。集まったものは日本国際ボランティアセン? を通Uて、東南アジア諸国の復興に役立てられます。

協会まで持参いただくか、 郵送してください。皆さんのご協力者お待ちしております.

[ 賛助会員募集 E 
協会では毎年、 国際支流活動や舛国人の受け入判事業琢

ど 告種事業をと主提くださる賢助金貨を嬰集していま

す.告白は事業~の 部として活用させていただをま官。

.年金~ ・申込出

個人 l口 2.0口口円 協会事務所 市役所

団体 1口 5.0口口円 案内怠どにあります。

法人 l口 10.0口口円 詳しくは協会まで。

不全員にl志、指定旅行社の但待割引制度、事業参加賀

の割引芯どの特典があDます.

(公財)加古川市国際交流協会
TEL 079-425-1 166 

h 国際交流センター利用案内 E 
国際交流に関する会館、研修、催し等への施設の提供を

しています。

貸館時間 午前自時白、己午佐日時まで

(ただし 日~lB l~午佳5時まで)
・休 館 日 毎週月限目。(ただし、国民の休日等が

同BI~自にあたるときはその翌日)

.使用申込 利用希望日の2ヶ月前(体自白日の場合は

モの翌日)白、5申込みを受け付けます。

F675-00 17加古川市野口町良野3白7-1

FAX 07日一425-0200

協会活動の紹介や参加者募集のお知らせを掲織したホ ムベ ジ在公開しています。ぜひご覧ください。

ホームベージアドレス http://www.city.kakogawa.hyogo.jp/hp/kokusa凶ndex.htm
E-MAIL : kia@city.kakogawa.hyogo.jp 2012'1'-1月間T


